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東
京
都
は
、
３
月
25
日
、
今
後
10
年
以
内
に
優
先
的
に
事
業
化
す

る
「
第
四
次
優
先
整
備
路
線
」
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
昨
年
12
月

に
計
画
案
が
発
表
さ
れ
て
以
降
、
見
直
し
を
求
め
る
活
動
が
進
め
ら

れ
、
東
京
都
が
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
は
東
京
全
体
の

意
見
の
過
半
数
を
超
え
る
意
見
が
小
金
井
か
ら
よ
せ
ら
れ
、
そ
の

97
％
が
「
廃
止
・
見
直
し
」
を
表
明
、
住
民
団
体
が
市
議
会
に
提
出

し
た
見
直
し
を
求
め
る
４
つ
の
請
願
も
採
択
（
３
月
）
、
議
員
提
案
か

ら
な
る
道
路
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
も
市
議
会
で
採
択
（
３

月
）
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小
金
井
市
長
も
「
私
と
し
て
も
地
元
へ
の
配
慮
に
欠
い
た
事
業
着
手

に
つ
い
て
は
両
路
線
と
も
希
望
す
る
こ
と
は
な
い
。
」
と
議
会
で
答
弁

（
９
月
）
し
て
い
ま
す
。 

 

小
池
東
京
都
知
事
も
、
選
挙
中
に
市
民
団
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対

し
、
「
優
先
整
備
路
線
の
決
定
に
あ
た
っ
て
の
意
見
書
の
提
出
件
数
も

群
を
抜
い
て
お
り
、
知
事
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
実
際

に
巡
視
し
、
小
金
井
市
、
小
金
井
市
議
会
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
も
対

話
し
、
優
先
整
備
路
線
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
不
適
切
だ
と
判
断
さ
れ

る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
」 
と
回
答
を
寄
せ
て
い
ま
す
。 

 

３
月
に
私
た
ち
は
、「
都
市
計
画
道
路
を
考
え
る
小
金
井
市
民
の
会
」

を
結
成
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
、
市
議
会
、
市
長
と
連
携
し
、
計
画
道

路
の
見
直
し
を
要
求
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 
 

市民も市議会も市長も見直しを求めています！ 

市民の貴重なはけと野川の自然を壊し、住民のコミュニティを

小金井の 2 本の都市計画道路（3・4・1 号線、３・４・11 号線）

住
宅
を
壊
し
、
は
け
（
国
分
寺
崖
線
）
と
野
川
の
自
然
を

破
壊
す
る
都
市
計
画
道
路
小
金
井
３
・
４
・
１
号
線
と

３
・
４
・
１
１
号
線 

東京都全体の都市計画道

路のパブコメの意見数 
（総数 4,126 件） 

小金井３・４・１ 

小金井３・４・１１ 

廃止・見直し 
984 件 

廃止・見直し

1,057 件 

整備推進・ 
要望 24 件 

整備推進・要望 46 件 

東京のその他の 
路線 2,015 件 
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11
月
５
日
・
６
日
に
開
催
さ
れ
た
第
28
回
武
蔵
野
は
ら
っ
ぱ
ま
つ
り
、
中
央
舞
台
で

は
若
い
人
の
バ
ン
ド
や
歌
、
原
っ
ぱ
に
は
食
べ
物
、
手
作
り
作
品
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

く
じ
ら
山
に
は
家
族
連
れ
が
シ
ー
ト
で
く
つ
ろ
ぎ
、
環
境
に
か
か
わ
る
団
体
も
い
く
つ
か

出
展
。 

都
市
計
画
道
路
を
考
え
る
小
金
井
市
民
の
会
は
、“
は
け
の
自
然
と
文
化
を
ま
も
る
会
”

の
ご
厚
意
で
、
隣
に
署
名
用
の
テ
ー
ブ
ル
を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
“
は
け
文
”
の
ブ
ー
ス
に
は
、
２
本
の
計
画
道
路
を
図
示
し
た
住
宅
地
図
を
大
き
く
拡

大
し
て
展
示
す
る
と
と
も
に
、
チ
ラ
シ
も
道
路
が
で
き
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
判
り
易

い
チ
ラ
シ
を
作
成
、
市
民
の
会
も
チ
ラ
シ
を
い
た
だ
き
、
一
緒
に
配
り
な
が
ら
署
名
を
訴

え
ま
し
た
。 

 

両
日
と
も
10
人
以
上
の
方
が
署
名
行
動
に
参
加
、
テ
ー
ブ
ル
前
を
通
る
参
加
者
に
、
署

名
を
呼
び
か
け
る
と
、「
知
り
合
い
が
道
路
に
か
か
っ
て
い
る
の
」「
署
名
用
紙
も
ら
っ
て

い
く
わ
」「
７
月
に
引
っ
越
し
た
ん
だ
け
ど
、
大
家
さ
ん
は
何
も
言
っ
て
な
か
っ
た
の
で
、

道
路
に
か
か
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」
「
知
り
合
い
に
集
め
る
か
ら
」
な
ど
と
話
し
な

が
ら
、
署
名
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

２
日
間
の
署
名
合
計
は
、
７
２
４
筆
。
道
路
予
定
地
の
近
く
に
住
む
方
へ
の
、
市
民
の 

会
へ
の
入
会
の
呼
び
か
け
に
、
４
人
の
方
が 

応
え
て
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

は
け
文
の
み
な
さ
ん
、
署
名
行
動
に
参
加 

し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

「武蔵野はらっぱまつり」で署名７２４筆 
 『私もこんな道路いらないと思う』と、一筆 

小
平
３
・
２
・
８
号
線
取
消
裁
判
を
傍
聴
し
て 

小
平
３
・
２
・
８
号
線
は
、
す
ぐ
近
く
の
府
中
街
道
と
平
行
し
て
、
幅
36
ｍ
、
小

平
中
央
公
園
横
の
雑
木
林
が
半
分
削
ら
れ
、220

世
帯
が
立
ち
退
き
を
せ
ま
ら
れ
る

と
い
う
。
２
０
１
３
年
に
提
訴
し
て
、
山
場
を
迎
え
て
い
る
。 

10
月
31
日
の
東
京
地
裁
の
法
廷
は
開
廷
前
に
52
の
傍
聴
席
が
遅
れ
て
き
た
人
が

入
れ
な
く
な
る
満
員
。
２
人
の
証
人
尋
問
と
、
１
人
の
原
告
尋
問
。 

環
境
経
済
研
究
所
代
表
の
上
岡
直
見
さ
ん
は
、
東
京
全
体
で
交
通
量
が
減
っ
て
い

る
の
に
、
小
平
周
辺
だ
け
が
交
通
量
が
増
え
て
い
る
こ
と
の
不
自
然
さ
を
指
摘
、
都

の
人
口
、
免
許
取
得
率
、
自
動
車
保
有
台
数
、
貨
物
自
動
車
数
な
ど
様
々
な
デ
ー
タ

を
用
い
て
、
多
摩
地
区
の
な
か
で
小
平
だ
け
が
増
え
る
こ
と
は
な
い
と
指
摘
。 

つ
く
ば
健
康
生
活
研
究
所
代
表
の
嵯
峨
井
勝
さ
ん
は
、
自
動
車
排
ガ
ス
が
健
康
に

及
ぼ
す
仕
組
み
、
東
京
の
Ｐ
Ｍ
２
．
５
が
排
ガ
ス
に
由
来
し
て
い
る
事
、
環
境
基
準

を
達
成
し
て
い
な
い
こ
と
、
小
平
の
児
童
は
東
京
全
体
の
平
均
よ
り
ぜ
ん
息
罹
患
率

が
1.44
倍
も
高
い
こ
と
を
指
摘
し
、
都
が
お
こ
な
っ
た
道
路
環
境
ア
セ
ス
が
不
十
分
で

あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
新
た
に
で
き
る
道
路
に
よ
っ
て
、
道
路
周
辺
の
住
民
の
健

康
被
害
が
起
き
る
と
の
話
に
、
小
金
井
の
静
か
で
緑
豊
か
な
住
宅
地
に
道
路
が
で
き

た
ら
ど
う
な
る
か
と
思
い
ま
し
た
。 

こ
の
裁
判
の
原
告
で
あ
る
標
博
重
さ
ん
は
ア
セ
ス
の
騒
音
の
過
小
評
価
や
、
交
通

量
推
定
の
問
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。
東
村
山
か
ら
府
中
ま
で
５
万
台
と
さ
れ
て
い
た

交
通
量
が
、
東
村
山
区
間
で
は
２
万
台
に
減
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
小
平
区
間
は
５

万
台
の
ま
ま
と
い
う
の
は
意
図
的
と
。
夜
間
の
騒
音
も
新
青
梅
や
東
八
道
路
の
測
定

デ
ー
タ
を
用
い
、
現
在
。
新
青
梅
で
は
朝
の
５
時~

６
時
に
家
の
中
で
も
70
デ
シ
ベ
ル

と
い
う
環
境
基
準
を
30
デ
シ
ベ
ル
も
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
新
た
な
道
路
で

の
騒
音
の
危
険
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
各
地
か
ら
参
加
し
た
市
民
団
体
か
ら
ひ
と
こ
と
づ
つ
発
言
、
小
金
井

も
３
人
が
傍
聴
し
た
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
署
名
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
や
、
近
況

を
報
告
し
、
引
き
続
き
署
名
な
ど
で
の
協
力
要
請
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 
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２
本
の
道
路
を
含
む
こ
の
地
域
は
、“
は
け
”
と
呼
ば
れ
る
国
分
寺

崖
線
・
野
川
公
園
・
武
蔵
野
公
園
を
あ
る
貴
重
な
自
然
環
境
を
備
え
、

文
化
の
足
跡
が
残
る
区
域
で
す
。 

「
土
地
の
人
は
な
ぜ
そ
こ
が
「
は
け
」
と
呼
ば
れ
る
か
を
知
ら
な
い
。」

と
書
い
た
大
岡
昇
平
の
『
武
蔵
野
夫
人
』
の
舞
台
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。 東

京
都
は
、
は
け
の
森(

国
分
寺
崖
線
の
自
然
林)

に
つ
い
て
、
景

観
と
み
ど
り
を
保
全
す
る
区
域
に
指
定
し
、
野
川
第
１
、
第
２
調
節

池
と
は
け
の
斜
面
は
、
自
然
再
生
事
業
地
に
指
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

休
日
に
は
た
く
さ
ん
の
市
民
が
野
川
や
武
蔵
野
公
園
、
は
け
の
道

周
辺
を
散
策
す
る
憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
公
園
内
の
野
球
の
練

習
場
は
夜
間
も
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

近
く
に
は
、
南
小
学
校
、
前
原
小
学
校
、
第
一
小
学
校
、
第
二
中

学
校
、
東
中
学
校
、
南
中
学
校
の
通
学
路
と
な
っ
て
お
り
、
幼
稚
園
、

保
育
園
も
近
く
に
あ
り
ま
す
。
児
童
、
生
徒
の
通
学
に
危
険
が
伴
い

ま
す
。 

地
権
者
に
と
っ
て
は
、
環
境
に
め
ぐ
ま
れ
た
地
域
と
し
て
住
み
始

め
た
人
も
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
。
突
然
の
道
路
建
設
に
よ
っ
て
、
こ

の
地
域
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
こ
と
な
り
ま
す
。 

近
隣
の
住
民
は
、
通
過
車
両
に
よ
る
排
気
ガ
ス
、
騒
音
、
振
動
、

交
通
事
故
な
ど
住
環
境
が
悪
く
な
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

２
つ
の
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
地
域

が
分
断
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
破

壊
さ
れ
ま
す
。
災
害
が
起
こ
っ
た
時

に
は
地
域
の
絆
が
大
切
で
そ
の
果
た

す
役
割
が
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら 

ず
、
道
路
に
よ
っ
て
町
を
分
断
す
る

こ
と
は
防
災
力
を
弱
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

市民・都民の憩いの場 野川とはけの自然、武蔵野公園をこわさないで

小
池
候
補
（当
時
）の
都
知
事
選
で
の 

「
は
け
の
自
然
と
文
化
を
ま
も
る
会
」の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
か
ら 

 

質
問
１
．
東
京
都
の
道
路
事
業
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
送
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
の
都
知
事
選
に
お
い
て
、
私
は
、「
都
民
が
決
め
る
。
都
民
と
進
め
る
。
」
と
の
基
本
姿
勢
を
お
示
し
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
私
の
信
念
で
も
あ
り
、
東
京
都
の
道
路
行
政
に
お
い
て
も
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

道
路
は
、
自
動
車
交
通
、
歩
行
者
・
自
転
車
の
交
通
、
防
災
、
都
市
景
観
の
形
成
な
ど
の
観
点
で
、
非
常
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
歩
道
も
な
い
主
要
道
路
の
拡
幅
に
よ
る
歩
道
設
置
、
自
転
車
専

用
レ
ー
ン
の
増
設
、
大
震
災
の
際
に
電
柱
が
倒
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
道
路
か
ら
の
電
柱
の
除
去
、
大
震
災
の

際
に
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
老
朽
建
造
物
の
建
て
替
え
、
四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ
ら
れ
る
個
性
の
あ
る
街
路

緑
化
等
は
計
画
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

一
方
、「
人
口
減
少
社
会
＝
自
動
車
減
少
社
会
」
の
到
来
を
見
据
え
て
、
道
路
の
新
設
に
関
し
て
は
、
将
来
需

要
、
費
用
対
効
果
、
地
域
住
民
の
合
意
、
地
元
区
市
町
村
や
区
市
町
村
議
会
の
意
向
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
な

ど
を
多
角
的
に
分
析
し
て
着
手
す
る
か
し
な
い
か
を
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
た
び
東
京
都
は
優
先
的
に
整
備
す
べ
き
路
線
を
決
定
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
妥
当
な
内
容
も
多
々
含
ま

れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
合
意
、
地
元
区
市
町
村
や
区
市
町
村
議
会
の
意
向
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
と

い
う
観
点
で
、
優
先
整
備
路
線
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
適
当
か
ど
う
か
、
見
直
し
が
必
要
な
路
線
も
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

知
事
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
と
り
わ
け
地
元
か
ら
強
い
疑
義
が
提
起
さ
れ
て
い
る
路
線
を
実
際

に
巡
視
し
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
も
対
話
し
、
優
先
整
備
路
線
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
不
適
切
だ
と
判
断
さ

れ
る
路
線
に
関
し
て
は
、
大
胆
に
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

前
知
事
が
決
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
と
い
う
よ
う
な
硬
直
的
な
考
え
は
一
切
持
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。 

な
お
、
大
昔
に
決
め
た
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
大
胆
に
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
例
も
あ
り
、
先
進
事
例
を
参
考

に
東
京
都
の
道
路
行
政
に
ど
の
よ
う
に
反
映
で
き
る
の
か
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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会報第５号（10/6）以降の経過 

10月6日 第８回世話人会 

10月14日 武蔵野公園野球場練習チームに署名要請 

10月15日 武蔵小金井駅南口で署名行動（8人35筆）

10月19日 外環道異議申立陳述傍聴 （3名） 

10月20日 東小金井駅で署名行動（10人41筆） 

 同日  西岡市長回答、ファックスで担当部より 

10月24日 小金井市役所前で署名行動（8人18筆） 

10月28日 多摩地区交流会 

 同日  外環道異議申立陳述傍聴（1名） 

10月31日 市長回答への対応を共同代表・議員で打 

ち合わせ 

 同日  市長面会日程申し入れ 

 同日  小平３・２・８号線裁判傍聴（3人） 

10月2日 市都市整備部担当に面会し、市長面会日程

調整依頼 

 同日 市長面会日程決定（11月14日10時45分から）

11月4日 外環道異議申立陳述傍聴（1名） 

11月5日 第28回武蔵野はらっぱまつりで署名行動

（12人323筆） 

11月6日 第28回武蔵野はらっぱまつりで署名行動

（10人401筆） 

 

小金井の 2本の都市計画道路は、違法！ 

ジャーナリスト・太田候一さんが緊急出版 

「都市計画道路は違法で無効 都の説明はウソだった」

  
 表紙をめくると、「建設省決裁文書」の写真。ところが

この決裁文書には、「大臣 政務次官 事務次官 技監

官房長」の欄に赤鉛筆で斜線が引かれている。（下の写真

参照）決裁文書の表題は「東京都 小金井都市計画街路

の決定について」。「昭和 37 年 7 月 5 日決裁」と書かれて

いるが、このときの都市計画道路法は、大臣が決定し、

内閣の認可が必要と定めている。 
小金井だけではない。ほかの道路もすべて同じ。下北

沢では裁判になり、このことが争点となった。東京都と

国は負けたらたいへんと「和解」を選択した。 
小平でも外郭環状道路の裁判でも争われた。杉並の三井

グランド訴訟でも。 
歴史のドキュメントであり、現在の都市計画道路の問

題を浮き彫りにする本でもある。著者の太田候一さんは、

三井グランド環境裁判原告団事務局として活動、東京高

裁で住民の勝利的和解に導いた立役者の一人でもある。

 小金井の都市計画道路の見直しを進める活動している

私たちにとって、貴重な一冊です。 
          取り扱い 事務局 阿部 達 

 定価 １，０００円（税込み） 
 

「小金井道路市民の会」ホームページ http://koganeiroad.jimdo.com/

計画道路の経過と市民の会の活動 

1919 年 4 月 都市計画法施工（廃止 1968 年） 

 「第 3条 ・・都市計画事業は・・主務大臣之を決定

し内閣の認可を受くべし」 

1962 年 7 月 小金井都市計画街路の建設省決裁 

  （但し、大臣欄に決裁印なし） 

1981 年 東京都は第一次優先整備路線の事業化計画 

2015年 12月 東京都が優先整備路線の第四次事業化計

画（案）公表、パブコメ開始 

＜２０１６年＞ 

１月 31 日 「道路問題を考える会」の呼びかけ人会議

開催 

2 月 11 日、3月 8日 第 2回、第 3回呼びかけ人会議 

3月 8日 小金井市議会環境建設委員会で 3件の陳情書

審議 

3 月 13 日「都市計画道路を考える小金井市民の会」が

80 人以上の出席で発足・第 1回学習会（講師：長谷川 

  茂雄さん、蜂谷博さん）  

3 月 14 日 「市民の会」が都議会全会派に協力要請し、

都知事宛見直し要請書提出 

3 月 23 日 小金井市議会が 2本の道路計画の見直しを 

求める意見書を可決（賛成 17、反対 6） 

3 月 23 日 西岡市長が東京都に「早期に建設するので 

はなく、景観や環境を守る」ように伝えたと表明 

3 月 28 日 市議会が市民団体の 4つの陳情書採択 

3 月 30 日 東京都は「第四次事業化計画」発表。パブ

コメ結果も公表 

4 月 21 日 小金井市議会各派に協力要請 

4 月 24 日 市民の会の第 2回学習会「防災・道路問題」

（講師：中村八郎さん） 

5 月 10 日 国立公文書館で、建設省決裁文書閲覧 

6 月 6 日 都知事宛質問状提出。都議会各会派訪問 

6 月 10 日 都知事宛の道路計画見直しの署名開始 

6 月 11 日、19 日 中町、前原町、東町の 3か所で講演

会（主催：シニアの会、5丁目の会、講師：長谷川

茂雄さん） 

6 月 26 日 屋外での初の署名活動（武蔵野公園） 

8 月 11 日 「はけの自然と文化をまもる会」が都知事

選中の候補者への質問と回答を公表 

9 月 1 日 西岡市長が「地元への配慮を欠いた事業着手

を両路線とも希望しない」と市議会で答弁 

9 月 13 日 西岡市長に見直し申し入れと質問状提出 

9 月 18 日 第 3回学習会「はけと野川の自然を守る市

民活動の歩み」（講師：江頭輝さん） 

9 月 22 日「３・４・１１号線関係住民の会」発足 

6 月～10 月 駅前などの屋外での署名行動 ８回 

11 月 5 日・6日 「第 28 回武蔵野はらっぱまつり」で

署名（20 人以上参加し 724 筆） 


